
1. デフレーション 

 まず、何が正しくて何が正しくない
か、は、検証しても正しいとは言いき
れない話と似ていると思います。 
 また、学問の基礎がどこにあるかは、
学問によって異なりますので、考え方
の違いは致し方ありません。むしろ、
皆さんは分野の違いを吸収し、ＬＡ的
な見方を身につけてほしいと思います。 
 ただ、この題材を講義で扱って、過
去に「私たちの努力でデフレは解消で
きると思った」とコメントしてくれた 
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人がいました。社会の問題を人事と思わず、自分の問題とし
て考えることができる学生さんを素晴らしいと思いました。  
 悲しむことだけではなく、皆さんの自発的な行動が社会を
変えたら素晴らしいと思います。他の人の労働に感謝するこ
とからデフレが解消できたら、と、私は思っています。 
 （この考え方もシンクロしているといいと思います！） 

２. 放射線  ついでに一つ言葉を覚えましょう。「Bq(ベクレ
ル)」です。ある土地に1万ベクレルの放射能がある
ということは、その土地から1秒間に1万発の見えな
い鉄砲の弾が出ているということです。ベクレルは、
1秒間に発射される弾丸の数と思っていいでしょう。 

 単純に無知だからでしょうね。で
は誰が無知なのか。政治家?科学者? 

 その小さな弾丸が分子を壊し、遺
伝子を傷つけた結果です。 

 レントゲンは痛くもないですよね。その感覚。 

 少なくとも、国民全体で知識が不足
しているのは間違いないと、私は思い
ます。きちんと理解した上で使うべき
ではないでしょうか。 

 物理学の講義で、原子爆弾の話をしたら、
普段、それほどノートをとっていない学生が、
必死に書いていました。もしかしたら、人間
の特性なのかもしれません。 

 長崎に投下されたのが、プル
トニウム型の原爆です。 



３. 原子力発電 

 原発について、私は基本的には反対の立場であることは、講義を通してなんとなく伝わっていると思い
ます。その中で、原発存続の意見を書くことはとても勇気のいることだと思いますし、その理由を情熱を
持って書いてくれたことに感謝します。私自身が大学生の時にも、 「人類が絶滅しても地球の環境が保た
れることの方が大切である」と、チラッと思ったこともあります。一方で、原発に断固反対と考えている
学生さんもいます。討論会をしたいところですが、講義では難しいですね。 
  ただ、少しだけ指摘したいことがあります。例えば地球温暖化防止や生態系の保持について、野生生物
のために、ではなく、人類が生存し続けるために、と多くの人が言っています。「人が死ぬから」は極め
て重い理由です。もう一つ書き加えます。火力にしろ原子力にしろ、社会生活を人がする中で、誰もが他
の人や自然に負荷をかけます。それでも私には生きている価値があると思うし、他の人も価値があると思
います。その意識を大切にすることを出発点にすべきではないでしょうか。 
 青森県六ヶ所村ですね。廃棄物処理と、将来的には、
核燃料の「再処理」が行われるとされています。住民は
とても不安だと思います。コメントにあるように、青森
県には１つしか原発がありませんから、ほとんどが他県
の原発から出されたものです。 

 ここに載せたコメントは、「地元だから」
「近くにいたから」感じた、それでも感じな
かった、というものです。逆に、地元に原発が
なければ、私たちは何も考えなくてもいいので
しょうか。3.11の前、地元に原発がない私たち
も、携帯電話、テレビ、パソコン、信号機、照
明などを使っています。その電気の２５％程度
は原発で作られていました。 

 もちろん、福島で反対活動をしていた
人もいました。でも、ここで考えたいの
は、むしろ傍観していた私たちです。電
気を使っていたのは私たちなのに、反対
活動は福島の人々に押し付けていいのか。 

 あるいは、福島の人ではなく、科学者に押し付ければいいのか。それが今回の講義のテーマです。 
ぜひ考えましょう！ 

 例えば、桜美林大学の敷地内に原発を作
ろう、皆さんの住んでいるところの近くの
公園に原発を作ろう、となったら、どうで
しょうか。 

 東海村の事故は、原発ではなく、原発の燃料の加工施
設での事故でした。経緯は複雑ですが、やはり、私たち
に責任が無いとは言えないと思います。 

 まず、危険なのは特定の同位体で
す。誤解の無いように。体を作る原
子と同じような原子だと、取り込ま
れるわけです。 



４. 学ぶこと 

 皆さんの勉強するぞ、
という宣言です！ 

 そうですね。大人になるということには、
やりたくなくてもやらなければならないこ
とをやる、も含まれていますね。 

 「知らないことは罪」とは、ここに載せた
学生さんの言葉でしたね。休み中に冊子は読
めましたか？ 

 この講義を受ける前と後では、
皆さんは変わると言ってきまし
た。むしろ正確には「変わらな
ければならない」という自覚を
持ってもらえると思っています。 
 2011年の原発事故は、住民に
多くの負荷をかけ、今でも大変
な思いをしている人がいます。
しかし、そのために、今は世の
中に放射線にかかわる情報が沢
山あります。ぜひ、しっかり勉
強してください！ 

 「これだけ報道されてきた
のに、皆これしか知らないの
か！？」という感想はもっと
もでもあります。福島第一原
発だけではありません。指摘
があるように、チェルノブイ
リでも甚大な被害が出ていま
す。多くの子供たちが甲状腺
の切除をしました。多くの村
が放棄されました。それでも、
がんの発生率の高い地域があ
ります。 



5. その他  私は皆さんの親の世代なので、
きっと、つながっていますね！知
り合いの知り合いの知り合いが御
母様、ということになりそうです。 

 女性の場合、嫌味な男性にプレゼン
トされたら、にっこり笑って「ナノう
れしい！」というのはどうでしょう？ 

同じです！
つながりま
したね！ 

 発想としては、放射性同位元素のヨウ素
が甲状腺に溜まるなら、あらかじめ、放射
性でないヨウ素をあらかじめ沢山飲めば、 

後から放射性のヨウ素が入ってきても甲状腺のヨウ素が満杯になっていて取り込まれないだろう、というこ
とのようです。だから、原発事故に関連して「安定ヨウ素剤を飲むかどうか」が話題になりました。ただし、
被曝直前、被曝直後でないと効果がありません。イソジンにはヨウ素が含まれていますが、飲みものとして
作られていないので推奨されないようです。 

 過去の話にしないで! 

 複数の人から桃井先生
の講義を教えてもらいま
した！ 

先生は写真家でもいらっしゃり、荊冠堂の1階（地下）
に写真が展示されています。興味のある人は見に行って
ください！ 

 プラスチックが溶けて体に取り込まれる
ことが絶対にない、という確証があれば大
丈夫でしょうけど、20年前にそんなプラス
チックは無かったので、誰も実験して無い
でしょうね。 

 それって大人な考え方だと思います。
ぜひしっかりしていきましょう！ 

  チェルノブイリ以前の話
として、広島長崎の原爆投下
がどのような影響を与えたの
か、それを私たちはどれだけ
認識しているのでしょうか。
毎年毎年、原爆の日には式典
が行われます。それでも、原
爆投下の日さえ言えない日本
人ばかりです。 

  「これだけ報道されてきたのに、皆これしか知らないのか！？」という
感想はもっともでもあります。しかし、それは、ここにいる皆さんの責任
とは言い切れません。それは、こうしたことをきちんと認識させるような
教育が、小中高で行われているとは思えないからです。 
  「学ぶことは楽しい」という命題は、人によって正しいでしょう。人によっては楽しく学んでいます。と
ころが、それがいつの間にかエスカレートして、「楽しいから学ぶのだ」「学ぶ意味は楽しいことにある」
となると誤りです。（この点について、本学のほかの教員と私の間で議論になっています。) 

 世の中に放射線の情報があふれていたので、私の
担当する物理学概論では必要ないと思っていました。 

しかし、思い直して、放射線の話を物理学概論に取り込みたいと思っています。 


